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遺伝性不整脈治療を強みとし、カテーテルアブレーションの実績豊富

急性心筋梗塞の受け入れ数は都内1位を誇り、Impellaも使用開始
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　日本医科大学付属病院循環器内科は、清水教授をは

じめとして総勢50名を超えるスタッフが勤務しており、

各専門グループに分かれて専門的診察・治療を行ってい

ます。循環器内科の外来では、各曜日に不整脈、虚血

性心疾患、心不全、末梢動脈疾患の専門医が外来に出

ており、いつでも紹介患者に対応できるようになって

います。特に、遺伝性不整脈は全国より患者が紹介さ

れてきており日本でも中心的施設の一つです。不整脈

に対するカテーテルアブレーションは、年間480件の実

績があり、都内でも屈指のハイボリュームセンターで

す。心臓カテーテル検査・治療は年間1300件以上行われ、

その中でも閉塞性肥大型心筋症に対する経皮的中隔心

筋焼灼術の治療実績は豊富で、全国から紹介を受けて

います。心臓超音波検査は、経胸壁心エコーを年間1万

件、経食道心エコーを400件行っています。

　心臓血管集中治療科は高度救命救急センターに12床

のベッドを有し、循環器専門医の常勤専従医６名と専

攻医・研修医が、24時間365日体制で循環器急性期疾患

の診療を行っています。2017年の急性心筋梗塞の受け

入れ数は195例で都内1位でした。また、心源性ショッ

ク症例も積極的に受け入れており、従来の循環補助デ

バイス（IABP、PCPS）に加えて、2018年4月からは新し

い左室補助デバイスのImpella が使用開始され、都内で

も有数の使用実績を上げています。受け入れ患者は、

救急隊からの要請のほか、当院が組織する病診連携の

会「東東京循環器ネット」参加施設からの紹介も増えて

います。医療機関からの救急要請は「心臓救急専用ホッ

トライン（03-5814-5196）」にお電話ください。
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